
※分からないことや詳しいことは、問にお問い合わせください。 ※分からないことや詳しいことは、問にお問い合わせください。
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家
計
の
節
約
の
た
め
に
、

ム
ダ
な

保
険
を
見
直
し
た
い
け
ど
、

ど
う

や
っ

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
…

と

い
う
人
は
「

保
険
ク
リ
ニ
ッ

ク
」

に

相
談
し
て
み
て
は
？

「

保
険
ク
リ
ニ
ッ

ク
」

は
全
国
展
開

し
て
い
る
保
険
の
相
談
窓
口
。

フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
ど
の

保
険
会
社
に
も
偏
ら
な
い
立
場
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
と
好
評
で

す
。

相
談
で
は
現
在
加
入
し
て
い
る

保
険
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

も
し
問
題
点
が
あ
れ
ば
、

家
族
構
成

や
希
望
に
合
っ

た
見
直
し
プ
ラ
ン
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。

独
自
の
シ
ス
テ

ム
を
使
い
、

複
数
の
保
険
を
一
度
に

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、

保
険
の
特

徴
や
違
い
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、

簡

単
に
希
望
に
合
っ

た
プ
ラ
ン
が
見
つ

け
ら
れ
ま
す
！

何
度
相
談
し
て
も
一
切
料
金
が
か
か

ら
な
い
の
で
、

納
得
い
く
ま
で
相
談

で
き
ま
す
。

ま
ず
は
電
話
か
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
で
予
約
を
。

     0120-818-929

 保険クリニック玉名店 保

険

だ

よ

り

【
有
料
広
告
】

県
営
住
宅
の
明
け
渡
し
が

あ
っ
た
場
合
の
補
充
入
居
待
機

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
書（
申
込
書
付
）配

布
日
時　

11
月
18
日
（
月
）
～

12
月
3
日
（
火
）
午
前
8
時
30

分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
は
除
く
。

●
配
布
場
所　
熊
本
県
住
宅
供
給

公
社
１
階　

県
営
住
宅
チ
ー
ム

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目

５
番
19
号
）

荒
尾
市
役
所
２
階
建
築
住
宅
課

●
申
込
期
間

12
月
4
日
（
水
）
～
10
日
（
火
）

●
申
込
方
法

持
参
…
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社

（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
12
月
8
日
（
日
）
は
県
営
住

宅
八
幡
台
団
地
集
会
所
で
も

受
け
付
け
ま
す
。（
午
前
10
時

～
午
後
４
時
）

郵
送
…
案
内
書
に
付
い
て
い
る

封
筒
で
特
定
記
録
郵
便
で
郵
送

（
12
月
10
日
の
消
印
有
効
）

問
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社

☎
０
９
６
・
３
８
２・５
５
５
２

　

現
在
の
年
金
額
は
、
本
来
の

水
準
よ
り
も
2.5
％
高
い
特
例
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
財

政
の
改
善
と
世
代
間
の
公
平
を

図
る
た
め
、
10
月
か
ら
年
金
額

が
改
定
し
ま
し
た
。

●
改
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
物
価
・
賃
金
が
上
昇
し
た
場

合
に
は
、
引
き
下
げ
幅
は
縮

小
し
ま
す
。問

玉
名
年
金
事
務
所

☎
74
・
１
６
３
８

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
す

る
人
（
平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
対
象
に
、
９
月
に
「
就
学
時

健
康
診
断
」
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

の
健
康
診
断
を
11
月
20
日
（
水
）

に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
が
い

る
世
帯
は
、
教
育
振
興
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
転
入
し
た
世
帯

で
、
す
で
に
市
外
で
就
学
時
健

康
診
断
を
済
ま
せ
た
場
合
は
、

受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
教
育
振
興
課
学
務
係

☎
63
・
１
６
５
９

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

行
政
協
力
員
・
新
任
の
紹
介

10
月
支
給
分
か
ら
年
金
額
が

改
定
し
ま
し
た

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖
房
用
燃

料
流
出
事
故
に
ご
注
意

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
10
月
1
日
付
け
で
、
新
し
く
行

政
協
力
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
樺
下
】　
田
中
明
義

　
　
　
　
☎
68
・
４
６
５
６

◎
前
任
者
に
は
、
長
い
間
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問
総
務
課　
☎
63
・
１
２
０
９

　

荒
尾
市
で
は
、
子
育
て
支
援
事

業
の
提
供
計
画
な
ど
を
定
め
た「
荒

尾
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
を
本
年
度
か
ら
策
定
し
ま

す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

市
内
在
住
の
小
学
６
年
生
以
下
の

子
ど
も
か
ら
無
作
為
に
三
千
人
を

抽
出
し
、
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
も
の
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

今
後
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
在
り

方
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
利
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
回
答
内
容
は
す
べ
て
統

計
的
に
処
理
し
ま
す
の
で
、
回
答

者
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
暖
房
用
燃
料

を
使
用
す
る
人
は
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
燃

料
タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
の
施
設

点
検
を
行
う
。

・
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
迅
速
な
通
報
・
対
策
を
心

が
け
る
。

※
燃
料
タ
ン
ク
の
取
り
扱
い
な

ど
は
有
明
広
域
行
政
事
務
組

合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課　
☎
73
・
５
２
７
３

改定年月 改定率

平成 25 年 10 月
４月から９月までの額から、
マイナス１. ０％…①

平成 26 年４月
①の額から、マイナス１.０％

…②

平成 27 年４月 ②の額から、マイナス０.５％

　
調
査
票
の
発
送
は
11
月
中
旬
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査

票
が
届
い
た
ご
家
庭
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
63
・
１
４
１
７

文化振興基金助成事業をご活用ください 問政策企画課企画統計係
☎ 63-1274

文 化振興基金助成事業は、荒尾市の個性的な地域文化の創
造やまちづくりに生かす文化活動を支援するため、豊か

で活力に満ちた暮らしの実現を目指した文化振興に寄与するこ
とを目的としています。ぜひご活用ください。

平 井 地 区 ・ 府 本 地 区 で 予 約 型 乗 合 タ ク シ ー の 運 行 が 始 ま り
ま し た 。 乗 合 タ ク シ ー を 利 用 す る 際 は 、 事 前 に 利 用 者 登

録 し た 後 、 電 話 予 約 す る 必 要 が あ り ま す 。 運 行 区 域 内 で は 、
自 由 に 乗 降 で き 、 バ ス 停 まで 歩 か なくても、 家 の 近くで 乗 降 が
可 能となります。 運 行 す る 区 域 外 で も 決 め ら れ た 所 ( あ ら お シ
テ ィ モ ー ル な ど ) で 乗 降 で き ま す 。

●助成対象事業
　平成 25 年度に自ら企画して実施する事業で次のどれかに当
てはまるものを対象とします。
①活動発表事業②文化情報事業③人材育成・交流事業④その他
市長が必要と認める事業

◆助成事業を利用するには、条
件などがあります。また、助成の
対象となる事業についてなど詳し
くはお問い合わせください。

●募集期限　11 月 29 日（金）
●助成金の額
　当該事業に要する経費の 3 分の２
とし、限度額を 50 万円とします。

●利用料金表

予約型乗合タクシーをぜひご利用ください 問政策企画課政策経営室
☎ 63-1273　℻ 64-0940

●登録方法　
  利用登録申請書に必要事項を記入し、下記の提出先に持参・郵送・FAX

（右上参照）のどれかの方法で提出してください。後日、登録証を郵送し
ます。申請書は、政策企画課、市民サービスセンター（あらおシティモー
ル２F）にあります。市ホームページからもダウンロードできます。
●提出先　〒864-8686（住所不要）　政策企画課

大人（中学生以上） 200 円

小人（小学生） 100 円

未就学児 無料

●過去 3年間交通事故死者数

県内 荒尾市

平成 22 年 78 人 1 人

平成 23 年 86 人 2 人

平成 24 年 82 人 2 人

交通事故死ゼロの風を吹かせる「黄色い風車」運動 問くらしいきいき課交通防災係
☎ 63-1395

近 年、県内において 11 月に死亡事故が多発しています。そこで、
尊い人命が交通事故で失われることのない安全で安心して暮

らせる社会の実現を目指し、11 月 15 日～ 12 月 1 日に ｢黄色い
風車｣ 運動を実施します。
　過去 3 年間に県内で発生した交通死亡事故の現場（高速道路を
除く）に、運動の統一アイテムとして ｢黄色い風車｣ を設置します。
これにより、交通事故を風化させることなく、犠牲者からの事故
根絶を願う声なき声を ｢黄色い風車｣ に託して社会に伝え、遺族
に対する支援意識を高めます。
　今年に入ってから荒尾市でも交通事故で 1 人亡くなっています。

（9 月末現在） 交通事故は誰でも被害者や加害者になる可能性があ
ります。この機会に交通事故をなくすために何ができるのか考え
てみましょう。

参考：熊本県交通事故統計資料
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